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ここが聞きたい 般一 質 問

一問一答方式 自民クラブ

農林水産分野におけるTPP対策について
問 	 本市のTPP対策は。
答 	 信頼される産地づくり、農産物ブランド化、輸出
の推進、6次産業化施策等の取り組みを進め、勝
ち残っていく産地を形成する必要がある。

問 	 畜産農家への影響は。
答 	 農家だけの問題ではなく、地区の農業関係の産業
全体に影響が及ぶ。大変複雑で、具体的な影響は
つかみきれていない。

問 	 国の畜産・酪農収益力強化総合プロジェクトの中
で本市では何が一番重要と考えるか。

答 	 畜産クラスター事業拡充（※）・ブランド化によ
る付加価値の向上、家畜防疫力の強化が重要な事
業と捉えている。

問 	 肉用牛肥育経営安定特別対策事業・養豚経営安定
対策事業の法制化はメリットがあるのか。

答 	 予算を担保し、農家の経営安定と不安払拭に一定
の効果があると期待している。

問 	 花卉・野菜等への影響として予想される内容は。
答 	 全国で経営作物の転換が進展すれば、国内の産地
間競争に拍車がかかると予測している。

問 	 6次産業化はどのように進めていく考えか。
答 	 田原市6次産業化等促進支援事業により、新商品
の開発や販路の形成を促進している。また起業塾
を開催し、人材を育成している。

問 	 農家が不安を抱えている現在、夢を与えることが
必要。本市の考え方、思いは。

答 	 日本の農業をリードする農業者の技術の伝承や新
たな技術開発、次世代を担う若手農業者の支援に
力を入れたい。
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信頼される産地づくり、農産物ブランド化、輸出の推進、
６次産業化施策などの取り組みを進める
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（※）畜産農家・関係事業者が連携し地域ぐるみで高収益型
の畜産を実現するための体制
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